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研究成果の概要（和文）：妥当性を確認した保険者データベースから、75歳未満の日本人157,510人のデータを
抽出した。収縮期血圧は2015～2018年度に直線的に上昇したが、2020年時点ではそのトレンドを超えて約1～2 
mmHgさらに上昇していた。共分散構造分析を用いたところ、高血圧治療薬非服用者において2019年度のBMIおよ
び収縮期血圧レベル低値は2020年度のBMI上昇率の高さと関連した。大迫研究データを解析したところ、高血圧
治療割合が上昇し、朝家庭収縮期血圧は2016年に比べ2021年に低下していた。一方、高血圧未治療者に限ると、
女性でのみ、2021年時点で朝家庭収縮期血圧が上昇していた。

研究成果の概要（英文）：Data were extracted from a validated insurer database of 157,510 Japanese 
aged <75 years. Systolic blood pressure increased linearly from 2015 to 2018. Considering the values
 estimated from the 2015-2018 trend, the systolic blood pressure increased by approximately 1-2 mmHg
 further in 2020. Using structural analysis of covariance, lower BMI and systolic blood pressure 
levels in 2019 were associated with higher rates of increase in BMI in 2020 among non-adherent 
hypertension medication users. Analysis of the Ohasama study data showed that morning home systolic 
blood pressure was lower, but the proportion of the patients treated with antihypertensive 
medications was higher in 2021 than in 2016. In contrast, among untreated participants, morning home
 systolic blood pressure increased in 2021 only in women.

研究分野： 疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会活動制限下での血圧上昇は、男性に比べ、女性でより明瞭であったことから、社会活動制限下では特に女性
における血圧管理に注意を払う必要性が明らかとなった。また、喫煙、飲酒、運動習慣といった生活習慣を時間
依存性共変量として調整後も2020年時点での血圧上昇が消失しなかったことから、社会活動制限下の予測モデル
確立にはメンタルヘルスに関わる指標が必要と考えられる。また、大迫研究の結果から、適切な高血圧治療の普
及が、社会活動制限下の血圧上昇を抑制するために必要と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

2020 年度、新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19, Coronavirus Disease 2019）の流行に伴い、
緊急事態宣言や活動自粛要請など、自然災害に匹敵する社会活動制限が実施された。これらは、さま
ざまな年代の生活習慣病リスクを増大させる可能性がある。世界各国でインターネットを介した調査や
小規模な患者対象の調査により、社会活動制限による体重増加の傾向が報告されている。日本では糖
尿病患者において体重増加や血糖コントロールの悪化が起きたとする報告もあり(Kishimoto et al. 
Diabetol Int 2020)、結果として社会活動制限が、肥満以外にも、高血糖、高血圧、および脂質異常など
の生活習慣病を悪化させた可能性がある。しかし、社会活動制限前後の生活習慣病の推移に関する
情報は乏しい。社会活動制限前後の生活習慣病の変化とその原因は、年齢層や疾患で違いが生じる
可能性があり、集団特性による差異を定量的・網羅的に検討する必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、保険者が保有する医療データベースおよび地域住民コホート研究の一般住民デ
ータを用いて、COVID-19 感染拡大予防のために行われた 2020 年以降の社会活動制限による生活習
慣病関連指標の変化を明らかにすることである。悪化した生活習慣病指標について、その悪化に影響
を与えた直接的・間接的な原因を同定し、各因子の寄与度と経路を共分散構造分析で明らかにし、集
団別の社会活動制限による生活習慣病悪化の予測モデルを構築することを試みる。 
 
３．研究の方法 
●利用する研究データ 
 
・被用者とその被扶養者の健診およびレセプトデータ 

民間企業が保険者より提供を受け、二次利用の承諾が得られているデータベースを利用する。保有
する大規模健診・レセプト情報であり、75 歳未満（主に 30～60 歳）が主とした対象の健康保険組合加入
の被用者と被扶養者の情報である。健診情報には、体重、血圧や採血データ、飲酒・喫煙、食事の速さ
と運動に関する健診情報が全て含まれている。これに、傷病名や処方情報を含むレセプトデータを連
結できる。 

 
・大迫研究データ 

大迫研究とは、岩手県大迫町で 1986 年から継続している高血圧・循環器疾患に関わるコホート研究
であり、本報告書作成時点の参加者の半数以上は 65 歳以上の高齢者である。現在も、服薬情報や現
病・既往歴を含む基礎特性情報の収集と、家庭血圧の 4 週間自己測定を継続している。大迫町唯一の
医療機関である大迫地域診療センターでは高血圧患者の家庭血圧データが収集されているため、医
療記録調査により既存情報として血圧情報と処方薬情報を追加収集できる。 

 
●解析方法 

「被用者とその被扶養者の健診およびレセプトデータ」については、その母集団の特性がデータベー
スごとに異なる。そのため、外的妥当性を考えるうえで、当該データベースを使った解析で過去のコンセ
ンサス通りの結果が得られることを確認する必要があった。そこで本研究ではまず、薬剤定義や健診検
査値情報の妥当性を確認するため、アンジオテンシン II 受容体拮抗薬（ARB, angiotensin II receptor 
blocker）と腎機能との関連、ならびに血圧、血糖情報、および尿酸値と腎機能との関連を検討した。 

データベースの妥当性を確認したのち、社会活動制限の影響を確認した。その際、社会活動制限が
行われた 2020 年に加え、日本高血圧学会が定める高血圧治療ガイドラインの改定が行われた 2019 年
の影響も考えられた。そこで、2019 年および 2020 年での分割時系列解析を行い、血圧推移の年次推
移を明らかにした。2018 年以前の血圧推移のトレンドを標準とし、そのトレンドから血圧が各年次でどの
程度変化したかを、線形混合モデルにより明らかにした。各種基礎特性の群間差と年次推移の影響を
除外するため、これらを時間依存性共変量としてモデルに組み入れた。さらに、共分散構造分析を用い
て、高血圧治療薬非服用者における Body Mass Index（BMI）と収縮期血圧上昇との関連を解析し、直
近の BMI レベルが 2020 年時点の血圧レベルに及ぼす影響を詳細に検討した。 

社会活動制限が高齢一般地域住民における血圧推移に及ぼす影響を明らかにするため、大迫研究
データを利用した。大迫研究の調査は、大迫町を 4 地区に分割し 1 年 1 地区を対象に実施され、4 年
で 1 サイクルを終えるスケジュールである。しかし、2020 年は当時の新型コロナウイルス感染拡大防止
のために調査が中止となったため、社会活動制限が開始されて初回の調査は 2021 年であり、その前回
調査時点のデータは 2016 年である。本研究では、2016 年と 2021 年の両方の調査に参加した 111 名
を対象として、これらの年の家庭血圧の推移を明らかにした。また、予測モデル構築の可能性を、家庭
高血圧発症予測モデルの構築を行った。 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
●民間企業の商用データベースを利用した検討 

本研究では、JMDC データベースおよび DeSC データベースの 2 つの商用データベースを利用した。
まず、レセプトデータに基づく各薬剤定義の妥当性を確認するため、ARB とカルシウム拮抗薬（CCB, 
calcium channel blocker）の腎機能への影響を確認した。その結果、健診時に測定される推定糸球体ろ
過量が ARB 被処方者では低下し、CCB 被処方者では増加することが示され、これは薬理学的なコンセ
ンサスと一致する結果であることを確認した(Satoh et al. J Hypertens 2022)。さらに、健診時検査値の妥
当性を確認するため、血清尿酸値と腎予後との関連を確認した。血清尿酸値と慢性腎臓病との関係は、
U 型関連が過去のコンセンサスと一致したが、慢性腎臓病リスク上昇の起点となる血清尿酸値は、性別
で異なることを新たに明らかにした(Nakayama et al. Atherosclerosis 2021)。また、糖尿病と高血圧が相
乗的に腎機能を悪化させていることを確認し、血糖および血圧データの妥当性を確認した(Toyama et al. 
Hypertens Res 2024)。 

社会活動制限前後の血圧推移を明らかにするため、DeSC データベースに含まれていた 75 歳未満
の日本人 157,510 人（平均年齢：50 歳）のデータを抽出した。血圧の年次推移を、性別および高血圧治
療有無別で評価した。健診実施月で調整後、収縮期血圧は 2015～2018 年度に直線的に増加した。
2015～2018 年度のトレンドによって推定された値から、治療対象者では 2019 年度において≦1mmHg
の収縮期血圧の低下が認められた。一方、2020 年時点に収縮期/拡張期血圧（95％信頼区間）は、未
治療女性（n=43,292）で 2.11（1.97-2.24）/1.05（0.96-1.14）mmHg、未治療男性（n=88,479), 1.60 (1.51–
1.70)/1.17 (1.11–1.24) mmHg、治療を受けている女性（n=7,855）では 1.92（1.60-2.23）/0.46（0.25-0.67）
mmHg、治療を受けている男性（n=17,884）では 1.00（0.79-1.21）/0.39（0.25-0.53）mmHg 上昇していた。
これらの 2020 年時点の血圧上昇は、年齢、肥満度、飲酒、喫煙、身体活動などの各種時間依存性共
変量で調整後も残存していた（図 1）。 

図 1. 2015～2020 年の血圧推移（DeSC データベース） 
Model 2 および Model 3 では、年齢（Model 2 のみ）、BMI、喫煙、飲酒、虚血性心疾患既往、脳卒

中既往、腎障害既往、定性尿蛋白陽性、脂質異常症治療、中性脂肪、LDL コレステロール、HDL コ
レステロール、糖尿病治療、HbA1c、ALT、AST、γ-GTP、運動習慣、および国民健康保険加入を
調整している。図は発表論文より(Satoh et al. Hypertens Res 2022)。 

 
その後に、データベースを更新し、527,342 名における社会活動制限前後である 2019 年度から 2020

年度の収縮期/拡張期血圧上昇度を確認したところ、それぞれ 2.00±14.94/0.48±9.78 mmHg の上昇
であり、データベース更新前とほぼ同等の血圧上昇が 2020 年に認められたことを確認した。共分散構
造分析を用いて、高血圧治療薬非服用者における BMI と収縮期血圧上昇との関連を解析したところ、
2019 年度の BMI および収縮期血圧レベル低値は 2020 年度の BMI 上昇率の高さと関連した。これに
は、体重や血圧の高値が 2020 年度までに生活習慣を改善した影響があると考えられる。一方、同解析
モデルでは、2020 年度の BMI 上昇率が 2020 年度の収縮期血圧レベルに強く寄与していたことが示さ
れた。 

 
 

●大迫研究データを利用した高齢地域住民における血圧推移の検討 
大迫研究の参加者で本解析の対象となった 111 名の基礎特性データを表 1 に示す。男女共通して、

2021 年で上昇した特性は高血圧治療であった。 
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表 1. 大迫研究の対象者 
 女性 (n=80)  男性 (n=31) 
 2016 年 2021 年  2016 年 2021 年 
年齢, 歳 63.4±13.0 68.4±13.0*  62.7±10.5 67.6±10.5 
現在喫煙, % 13.8 10.0  58.1 58.1 
現在飲酒, % 57.5 56.3  93.5 93.5 
脳卒中既往, % 1.3 1.3  0.0 0.0 
糖尿病治療, % 6.3 12.5*  3.2 9.7 
脂質異常症治療, % 32.5 42.5*  22.6 22.6 
高血圧治療, % 42.5 53.8*  41.9 61.3* 
*対応のある検定（t 検定またはマクネマー検定）により P<0.05 vs 2016 年 
 
2016 年と 2021 年の朝家庭収縮期血圧の推移を表 2 に示す。男女ともに家庭血圧は 2021 年に低下

しており、これは表 1 に示した特性全てを時間依存性共変量として調整した後も同様であった。次に、
2016 年と 2021 年の両方で高血圧未治療であったもののみに限った解析を実施したところ、女性での
み、朝家庭収縮期血圧の上昇が認められた。 

 
表 2. 2016 年と 2021 年の朝家庭血圧の変化 

 女性 (n=80)  男性 (n=31) 
 2016 年 2021 年  2016 年 2021 年 

朝 家 庭 収 縮 期 血 圧 , 
mmHg 

    

無補正 
126.2  

(123.4-129.0) 
124.9  

(122.1-127.7) 
 

127.9  
(123.4-132.4) 

125.9  
(121.3-130.4) 

時間依存性共変量
で補正 

126.5  
(123.6-129.4) 

124.7  
(121.8-127.7) 

 
128.1  

(123.2-132.9) 
125.5  

(120.6-130.4) 
時間依存性共変量
で補正＋高血圧未
治療者のみに限定 
（n=36/11） 

121.3  
(117.2-125.3) 

123.7  
(119.3-128.0) 

 
129.3  

(122.5-136.2) 
128.5  

(120.8-136.1) 

時間依存性共変量は、喫煙、飲酒、脳卒中既往、糖尿病治療、脂質異常症治療、高血圧治療である。 
 
大迫研究対象者をもとに、家庭高血圧（135/85 mmHg 以上または高血圧治療開始）の発症を予測す

るモデルを構築した(Nakayama et al. Am J Hypertens 2023, Satoh et al. Am J Hypertens 2022)。この技
術を基に、社会活動制限下の血圧上昇予測モデルの構築を試みたが、対象者が少数であったことから
社会活動制限時の血圧上昇予測モデルの構築は困難であった。 

 
●全体の考察 

特に「民間企業の商用データベースを利用した検討」において、社会活動制限が行われた 2020 年
時点での血圧上昇が認められた。また、その全体を対象とした解析および「大迫研究データを利用した
高齢地域住民における血圧推移の検討」における高血圧未治療者に限定した解析の結果、社会活動
制限下での血圧上昇は、男性に比べ、女性でより明瞭であった。このことから、女性で特に社会活動制
限による血圧上昇が起きていた可能性がある。喫煙、飲酒、運動習慣といった生活習慣を時間依存性
共変量として調整後も 2020 年時点での血圧上昇が認められている(Satoh et al. Hypertens Res 2022)。
また、「民間企業の商用データベースを利用した検討」では高血圧治療者においても血圧上昇が認め
られたが、ナショナルデータベースに基づく結果では、2020 年度における特異的な高血圧治療薬処方
量の低下は認められていない(Natsume et al. Hypertens Res 2024)。以上のことから、2020 年時点で血
圧が上昇した要因として第一に考えられるのはメンタルヘルスである。多くの国で、COVID-19 の大流
行時にうつ病が増加し、その傾向は男性よりも女性で強いことが報告されている(COVID-Mental 
Disorders Collaborators Lancet 2021)。日本に限った検討でも、2020 年 7 月から 10 月にかけて自殺率
が増加し、男性よりも女性の方が大きな増加が認められている(Tanaka and Okamoto Nat Hum Behav 
2021)。これらは、女性の血圧上昇が大きかったという知見と一致しており、2020 年の日本人の血圧上昇
にメンタルヘルスが関与していたとする仮説を支持している。以上のことから、社会活動制限下では、特
に女性における血圧管理に注意を払う必要があるとともに、社会活動制限下の予測モデル確立にはメ
ンタルヘルスに関わる指標が必要である可能性がある。 

大迫研究の全体の結果では、2016 年～2021 年にかけて家庭収縮期血圧がむしろ低下し、高血圧
治療者の割合が増加していた。2009 年ころより、岩手県花巻市大迫町では大学医師が高血圧専門外
来で診療を行い、受診者の血圧管理を徹底している。従って、今回の大迫研究の結果は、適切な高血
圧治療が社会活動制限下の血圧上昇を抑制することを示唆している可能性がある。一方、「民間企業
の商用データベースを利用した検討」では、高血圧治療者であっても血圧上昇が認められていたが、こ
れには血圧コントロールが不十分であっても治療内容を変更しない“イナーシャ”が関係している可能性
がある(Satoh et al. Hypertens Res 2024)。 
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